












した。我が国で漢詩の詠作が始まった近江朝から平安朝末期に至る漢詩を網羅することを企図した一大事業である。本集五〇巻、外集一巻、別集一巻から成り、約三二〇〇首、五三〇句を集成している。日本古代の漢詩および作者を俯瞰するの 恰好の 集であ しかし、現在の目から見ると、その採録 は多少の遺漏もあり、またそれ以上に、二百年余の時間の経過の中で、少なからぬ漢詩文資料の新たな出現があり、また公刊もなされてい 。そこで、私は『日本詩紀』の拾遺作業を続け、二〇〇〇年にこれをまとめて 拾遺』を刊行
その後も平安朝漢詩の拾遺を心懸けているが、ある程度
の蓄積となったので、一篇を編むことにした。『日本詩紀拾遺』以後、現在までに、ある程度まとまったものとして出現した漢詩資料は二つである（二つしかなかっ ） 。一つは、国文学研究資料館田安徳川家寄托資料の中から
見いだされ 『内宴記』である。保元三年（一一五八年）正月に行われた内宴 記録で、記と詩序と詩から成るが、いずれも新出の資料である。詩は関白藤原忠通の作以下一八首である。この『内宴記』は佐藤道生氏により「田安徳川家蔵『内宴記』影印」 （ 『日本漢学研究』第四号 二〇〇四年）として公刊された。
もう一つは、 『和漢兼作集』下巻である。本集は鎌倉時
代中期の成立と考えられ 詩歌集である。 「兼作」 は漢
37
詩と和歌の両方を作るとの意である。本来は二〇巻であったが、いつの頃にか巻十一以下の下巻が失われ、上巻のみの零本として伝存していた。従来、本集の唯一の伝本とされてきた宮内庁書陵部蔵本（近世初期写）がそれである（ 『日本詩紀拾遺』はこれを採録の対象とした） 。ところが、二〇〇五年、この書陵部本 親 に当たる冷泉家時雨亭文庫蔵本が影印本として公刊された（冷泉家時雨亭叢書『和漢朗詠集
  和漢兼作集
  尚歯会和歌』 ） 。この本は書写が鎌倉



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































一一頁上、大江 綱の詩として「僧綱牒紙背」所収の「 ［仲］ 秋釈奠聴講左伝同賦学後入政」一首をあげているが、これを一二 の 維時の項へ移す。三二頁上、 「 （七夕） 」題 「曾随織女渡天河
　
記得雲間第
一歌」を削除する。これは劉禹鍚 聴旧宮中楽人穆氏唱歌」 （ 『劉禹
鍚
集』巻二十五）の一聯である。 （北山円正氏





































































彰考館文庫蔵 『詩集』 から」 （前掲
『本朝漢詩文資料論』 ）参照。
（
8）　
注
2に同じ。
（
9）　
注
5に同じ。
（
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注
2に同じ。
（
（（）　
これについては、 『朝野群載』の東山文庫本、慶長写本
のほか、注
（の諸本を校合し本文を校定した。なお注
3
の拙稿参照。
